
平成29年度第1回北栄町空き家等審議会 開催日時:平成30年3月16日

日程３．議事-(2) 診断表の一本化について

■空き家等診断表■空き家等診断表■空き家等診断表 ■住宅不良度測定表■住宅不良度測定表■住宅不良度測定表

現行「診断表」では、
不明判定合計95点でC判定と危険度が
高い結果となる。

「測定表」では、
住宅の不良度測定という観点より適切
に判定が出来るものと判断する。
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空き家等対策計画についての要望事項

NO.1 空き家の判断(定義)とは?

前回の回答では、「1年以上出入り無し。」 施設に入られ無人となった家屋も含むとしておりました。

平成26年法律第127号特別措置法第二条

この法律において「空家等」とは、建
築物又はこれに附属する工作物であって
居住その他使用されていないことが常態
であるもの及びその敷地（立木その他の
土地に定着する物を含む。）をいう。
ただし、国又は地方公共団体が所有し、

又は管理するものを除く

北栄町条例第2号
北栄町空き家等の適正管理及び有効活用
に関する条例第二条

(1)空き家等 町の区域内に所在する建築
物で常時無人の状態にあるもの及びその
敷地をいう。
(2)管理不全な状態 次に掲げる状態をい
う。
ア老朽化により倒壊又は建築材等の飛散
のおそれのある状態
イ不特定の者が空き家等に容易に侵入で
きることにより、火災又は犯罪が誘発さ
れるおそれのある状態
ウ敷地内の樹木、雑草等が繁茂すること
により近隣に迷惑をかけている状態。

平成28年4月1日付総務省・国土交通省告
示第3号

法第二条第一項により定義されている。
「居住その他の使用がなされていない」
ことが「常態である」とは、建築物等が
⾧期間にわたって使用されていない状態
をいい、例えば概ね年間を通して建築物
等に使用実績がないことは１つの基準と
考えられる。
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空き家等対策計画についての要望事項

NO.2 空き家管理台帳に住宅不良度測定表との整合性をもたせる

現行様式 変更(案)様式

赤線枠内を変更。評価区分を住宅不良度測定表の内容に合わせ、合計評点も記入するように変更。
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空き家等対策計画についての要望事項

NO.3 特定危険空き家「４つの観点も住宅不良度測定表」盛り込む。

現行の住宅不良度測定表裏面に「特定危険空き家等測定表」を追加し評価を実施する。
※2-①-ｲ項に石綿（アスベスト）の評定内容あり。
現行様式(表面) (裏面)追加
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